












波へと至る浙東運河と連絡す 交通の要衝となる。唐代になって飲用水の確保など生活環境が整備されることによって発展をはじめ、主要な都市とし の地位を占めるこ となる。続く五代十国の時代には呉越国の首都となった。南宋時代にも事実上の首都となり、各地から人や物が集まることで繁栄を極めた。明清時代も絹織物、茶の 産などで発展し、蘇 並んで江南の繁華な様を象徴する大都市となった。清末以降、上海の隆盛 よ 相対的に地位が低下したが、現在でも産業・観光の面から中国を代表す 有力な の一つとなっている。また二〇一一年には「杭州西湖文化景観」がユネスコの世界
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明代杭州の日記体遊記について 　










































































































































平安百俊徳（百々俊徳）の序） 。 『客杭日記』は至大元年（一三〇八） 、九月一日から十一月四日までの記録である。杭州に関してこれほど長期にわ って連続して書かれた日記 明の万暦年間の馮夢禎『快雪堂 記』に到るまで見られない。郭
畀













キンザイ市の南側には周回三十マイルたっぷりの 水がある。湖水を取り囲んだその周辺には、貴人・富豪たちの華麗な殿宇・邸宅が数多く建ち並んでいるが、それらはいずれも輪奐の美を競 豪奢を誇るも である。このほか偶像教寺院・道観が多数そ 間に伍している。


















































日に嘉興を経由して崇德県城外に停泊する。十四日は記載がない。十六日に杭州の北に位置する運河上の関所、北新関に到着、翌日杭州城内へ入り、八字橋の近くの旅館に宿泊する。十八日は西湖の北、北山ルートを探索。十九日は南側の南山ルートを探索。二十三日に城内 ある景勝地、呉山を遊覧する。杭州滞在 二 四 まで。その後銭塘江を渡って紹興、慈渓を経由して寧波 到り、六月十一日に杭州に戻る。十二日に杭州を離れ、十五日に蘇州 戻る。王穉登は著名な文人 ふさわしく様々な人々と交流を求められ、詩 や とりをしている。旅の中で作った詩は「附録詩」として巻末にまとめられている。
杭州に関する日記体遊記として早い時期の作品であるが、 『歴代日記叢談』を参照する限りでは明代の日記としても比較











いる知人に会うため杭州へ 直通ルートはとらなかった。その後 いままで海を見たことがないので海を見たいという理由で杭州湾に面した都市、乍浦に向かう。そこから平湖に戻り、嘉興を経由し、九日に崇德に宿泊する。十日に塘棲を経て、十一日に杭州 到着する。そのまま西湖の北側の湖畔に位置する昭慶寺に宿をとり、蘇堤など西湖を遊覧する 十五日、 「西湖の周りはもう歩き回っ ので （西湖の西の）南山北山を目指すことにする」 （湖境已渉、遂屈指南北山）と、霊隱寺や天竺寺などに足をのばす。十六日、城内にある景勝地、呉山に向かう。この日はじめて都市 なか 入ったか 十七日は雨のため外出できなかった。十八日は銭塘江沿いに建つ六和塔を訪れ、銭塘江の逆流を見ようとする。十九日に帰る準備をはじめ、書肆を訪れるため涌金門から城内に入る。二十五日に蘇州に到着する。
公務や大きな用事があるための移動と異なり、杭州へ向かう途次海を見るために寄り道をするなどかなり自由な旅となっ









五） 。字は紹伝、号は忠銘。瓊州定安県（今 海南省定安）の 。嘉靖四十四年 一五六五 の進士。朝廷で実録の編纂な
明代杭州の日記体遊記について
一四三
ど修史事業に長く携わったほか、故郷の海南島に書院を開くなどの教育普及に尽力した。南京礼部尚書を務めるなどして南京にも長く滞在しており、 『西泠遊記は』その頃の作品と思われる。嘉靖、隆慶、万暦の三代に使えたことから「三朝の碩士、一代の偉人」と称された。著作に『来鶴軒集』 『天池草』 『呉越遊記』などがある。なお『武林掌故叢編』では撰者名を字を以て「王紹伝」としている。
主な路程は次の通り。遊記は嘉興からはじまり、皂林、崇德を経由して十六日（壬寅）に塘棲に到着、その後北関門から
















































まで登り、霞外亭などを散策し挂屐寮に泊まる。二十七日 橫山草堂を出て擁書楼にいたる。二十八日、白龍潭にいたる。二十九日、雨が降り止まない め外に出ることができなかった。『横山遊記』は多くの旅行者が訪れ遊記に書き記してきた西湖やその周辺ではなく、これまで遊記文学の対象となることが少なかった、西湖西方の奥深い山々を舞台としている。作者の馬元調は入 に たっ 、歩いて登ることを選択する。








目的地、あるいは動機、目的などの概略が冒頭部分に序のような形で書かれていることが多い。一五六六年 　嘉靖 十五年 　王穉登『客越志』
年は丙寅（一五六六年）五月、私は相国袁公の葬儀にでるために、十二日壬寅に旅の準備をした。歳丙寅五月、余方有事於故相国袁公之葬、以十二日壬寅治装。
一五九〇年 　万暦十八年 　高攀龍『武林遊記』







私は幼い頃人々が臨安（杭州）の景勝について話しているのを聞いて、行ってみたいと思わないことはなかった。万暦四十二年、私は二十歳になったばかりの時、三ヶ月分の旅行準備 して旅に こうとする計画をたてた。それ以来十一年、夢がようやくかなうことになった。余稚 聞人談臨安之勝、未嘗不神躍欲往。萬暦癸丑 余始弱冠、即欲裹三月糧作暢遊計。邇来十有一年、時結夢想。
一六三七年 　崇禎十年 　馬元調『横山遊記』
武林（杭州）は私が昔旅したところではあるが、横山という所があるとは聞いたことがなかった。今年の春 またま西湖にやってきて、ある日陸 文といろ ろ話をした。……（そこに）私が会ったことのない人が六七人いた。陸夢文がいうには「皆さんこの近くの人です、ただ一人江道闇邦玉君は黄山（西湖の西北にある山。横山は更にその奥） 奥深い所にもう数年住んでいます」とのことだった。……のち 張幼青に（横山のことを） ずねてみると、張幼青は「ここは私の友達の江邦玉が切り開いた所なのですが、いままで時間が無くて足を向けるこ ができず、残念に思 ていたのです」と答えた。私はここ はじめてこ 山はき と特別 所なのだろう 思った。だ 道 遠く、またどこ ら山に入って良いのか分からなか たので 一人では行きがたかった。顧超士に相談してみると、 「私の婚家 江邦玉夫婦が、ここ 隠棲して数年になります。 は我が杭州 武陵源や天台山 す。あなたは是非とも行ってみるべきです」 のことだった。私は思 も けない偶然に喜び、三日後に一緒にでかける約束をした。時に四月二十二日である。
明代杭州の日記体遊記について
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武林余所旧遊、未聞有横山焉者。今年春偶来湖上、一日夢文陸子歴叙……余所未見者六七人、……夢文謂「諸子近耳、独江道闇邦玉在黄山深所数年」 。……後以問幼青張子 張幼青曰、 「此我友邦玉開闢、未暇投足其間、以為恨。 」余始意茲山固当有異。但苦途遠、又不知所従入、勢難独遊。商之顧超士曰、 「吾婚家江邦玉夫婦、偕隠於此数年矣、此吾杭武陵源天台路、子真不可不一往……。 余喜出意外、訂三日後同入、時四月二十二日也。
ここにあげた明代の日記体遊記の中では初期のものになる『客越志略』では王穉登は旅の目的を、前年（万暦四十四年）
に亡くなった大官袁煒の弔問のためとしている。袁煒は王穉登が北京にいたときに世話になり恩を受けた人物であるので、弔問が大き 目的の一つであることに疑いはな 。ただ、 『客越志』全体を見る 袁煒の家居は杭州 越え 先の慈渓県にあるが、先に慈渓に向かうわけでもなく杭州での遊覧に日数を費やしている。また慈渓滞在 後はさらにその先にある寧波まで足をのばしている。こうした旅程から実際には弔問だけでなく観光も重要な旅の目的であったと考え れる。『客越志』より後の時代に書かれた高攀龍『武林遊記』および浦
祊
『遊明聖湖日記』は、杭州の景勝の素晴らしさを幼い


















全国の交通路を網羅するもの、交通以外の多種多用な情報を付加するものなど、様々な形態の路程書が民間の書肆から出版されていた。他に各地の名勝旧跡を個別かつ専門的に解説する地理書も編纂されるように った。ここでは、旅行者がこれら旅行のため 地理書 ど ように手に入れ活用していたのかを見ていきたい。
交易を目的とした朝貢使節の一員として二度にわたって入明した策彦周良が日本へ持ち帰った書籍のなかに嘉靖十四年





南北両京路程』は、たとえば隆慶四年（一五七〇）に出た『一統路程図記』が全国の交通ルートを網羅しているのと比べると一ルートだけの単純な形式である。南宋について 記事ではあるが これらの路程書が旅行者の支持 得て た様子が元・李有の『古杭雑記 からうか える。





















は分からない。路程書は小型で携帯に便利だが、地方志は比較的大部の書籍であり持ち運ぶには不便かもしれない。また王穉登 「図経」だけでは不安であったのか、旅行経験のある友人に同行を求める。私的な旅行の場合、まずは目的地へ向けてどのような道順を選ぶのかが問題となる。このように旅慣れない場合には単独での旅行はせず親族や友人など旅程情報を持っ いる人物と連れだって出発するこ が多い。明・王立道「遊西湖日月記」でも、
嘉靖辛丑十四日、熊叔易、唐応徳がや てくる。常州から紹興の亡友を弔いに行こうとしているのだという。私は長らく西湖へ行こうという約束があったので、そこで彼らの舟について行くことにした。嘉靖辛丑十月四日、熊叔易、唐応徳至。自常州将往紹興吊其亡友。余久有西湖之約、遂附其舟行。
と、紹興へ向かう友人たち 船に同乗して杭州へと向かってい 紹興へ向かう際は路程上必ず杭州を通過する である。ここで王穉登は旅をするために必要な本と人と う二つの要素をそろえてから出発してい 。そして数日後 杭州に到着すると書物の知識が実際の場所と適合するこ なる。
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朝代 西暦 年号 書名 撰者 杭州滞在の日時等
唐 808 仁和 4 来南録 李翺 2月戊子～癸巳（3日間）
南宋 1170 乾道 6 入蜀記 陸游 閏 5月 20日～ 6月 1日






策彦入明記 日本・策彦周良 10月 28日～ 11月 3日など
明 1566 嘉靖 45 客越志略 王穉登
5 月 17 日 ～ 5 月 24 日・6 月
11日、12日
明 1587 万暦 15 快雪堂日記 馮夢禎
1587 年から 1605 年まで杭州
を中心とした日記
明 1590 万暦 18 武林遊記 高攀龍 8月 11日～ 8月 19日
明 1592 万暦 20 西泠遊記 王紹伝 10月 12日～ 11月 4日
明 1609 万暦 37 味水軒日記 李日華
1609 年から 1616 年までの日
記の中で 15回杭州を訪れる
明 1613 万暦 41 西湖月観紀 陳仁錫 8月 4日～ 8月 21日
明 1623 天啓 3 遊明聖湖日記 浦祊 9 月 11 日～ 10月 23日
明 1636 崇禎 9 徐霞客遊記 徐霞客 9月 19日～ 10月 16日
明 1637 崇禎 10 横山遊記 馬元調 4月 24日～ 4月 28日
明代杭州の日記体遊記について
一五六
注（１）西湖を中心とした遊記をまとめたものに曹文趣等選注『西湖游記選』 （浙江人民出版社、一九八二 　西湖文芸叢書） 、浙江省全体の遊記については曹文趣等選
注『両浙遊記選』 （浙江古籍出版社、一九八七）がある。また、中国全土の遊記をまとめたものに労亦安『古今遊記叢鈔』 （台湾中華書局、一九六一） 、倪志雲等主編『中国歴代遊記精華全編』 （河北教育出版社、一九九六）などがある。





























































23） 『武林掌故叢編』第四集（ 風出版社本 　第二冊所収）
（
24）金文京「明代万暦年間の山人活動」 （ 洋史研究 六十 （二） 、二〇〇二）
（


























34）ただし谷井俊仁は 事 広記』のルートは元代のものではなく、北宋時代 ものであろうとする。 　谷井俊仁前掲論文参照。
（





36） 『杭州府志』 （成文出版社 　據民国十一年鉛印本景印 　 方志叢書）巻七十八「物産一」に「冬青 　洪武中、浙江都司徐司馬、令郡城人家植冬青樹。数年後、
街市緑陰匝地。 （双行注：成化志） 」とある。
（
37） 『西湖遊覧志餘』 （上海古籍出版社、一九九八 　《西湖文献》叢書）巻二十一「委巷叢談」に「洪武中、浙江都司徐司馬、令郡城人家植冬青樹于門、数年後、街
市緑陰匝地。 」とある。なお、田汝成の序文によるならば『西湖遊覧志』以前には西湖を主題とする地志はなかったという。 　『西湖遊覧志』 （上海古籍出版社、一八八〇 　中国文学参考資料叢書）西湖遊覧志叙「海内名山、率皆有志、而西湖独無、詎非闕典」 。
（
38） 『西湖図』は『西湖十景（明清版画 』 （上海人民出版社美術出版社、一九七九）より引用した。

